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吉川純子 1：縄文時代におけるクリ果実の大きさの変化

Junko Yoshikawa1: Change in the size of Castanea crenata fruits
during  the Jomon period

要　旨　縄文時代の遺跡から出土した様々な状態のクリ果実の大きさを比較するため，現生の自生ないし栽培に由来
する様々なサイズのクリ生果実を実験的に炭化させ，炭化していない果実から炭化した子葉への炭化によるサイズ変
化を検証した。果実から炭化子葉へのサイズ変化は高さ，幅ともに直線に回帰し，高い相関が得られた。この結果に
基づき炭化クリ子葉のサイズから果実のサイズを復元した。さらにクリ果実の高さと幅を用いた「クリの大きさ指数」（√
（高さ×幅））と重さの立方根は直線に回帰することから，クリ果実の大きさをこの指数で示すことができることを示し
た。そして縄文時代の各時期から出土した化石クリの大きさ指数を比較したところ，縄文時代早期から後期まではクリ
の大きさ指数の平均値は増減しながらもわずかに増大傾向を示し変異幅は狭いのに対し，晩期には小さい平均値を持
つ集団も存在し変異幅は極めて広いため，人々はサイズを選択することなくクリ果実を利用していたと考えられた。
キーワード：クリ果実の大きさ，縄文時代，炭化子葉

Abstract  The size change from wet fruits to carbonized cotyledons was investigated to compare the size of fos-
sil fruits of Castanea crenata in different conditions from various Jomon sites. Both in height and width the size 
change from wet fruits to carbonized cotyledons had a linear regression. To critically compare fossil fruit size, a 
volume index for Castanea crenata fruits was calculated as the square root of height multiplied by width, because 
the cubic root of weight and the volume index showed a linear regression. The volume index of Castanea crenata 
fruits slightly increased during the early to late Jomon periods with narrow variation within populations, but var-
ied greatly both between and within populaiton in the final Jomon period.
Key words: carbonized cotyledon, Jomon period, size of Castanea crenata fruits

は　じ　め　に
縄文時代早期以降の各地の遺跡からは，炭化したクリ子
葉やクリを剥いた後の炭化していない果皮が出土する。一
般に 1遺跡あたりの出土個体数は少ないが，近年日本海側
の新潟県加治川村青田遺跡では，縄文時代晩期末葉の堆
積層から約 22,000個ものクリ果皮が出土し（新潟県教育
委員会，2004），同県中条町野

や ち

地遺跡（新潟県教育委員会，
2009）でも晩期前葉の堆積層中に廃棄されたとみられるク
リ果皮の集積層が確認されている。また福島県飯野町和

わだい

台
遺跡（吉川，2003）では，中期後半の廃絶後の住居遺構
から炭化したクリ子葉が祭祀土器とともに出土し，山形県
小国町下

しもかのみず

叶水遺跡の晩期前葉の土坑から炭化したクリ子葉
が多量に出土する（吉川，2009）など，多くの遺跡でクリ
がまとまって出土しているように，縄文時代においてはク
リが主要な食料であったことが明らかである。
南木（1994）は縄文時代の遺跡から出土した炭化してい
ないクリ果実の大きさについて，早期のものは現在の野生

のものと同様の大きさであるが，前期から中期にかけて大
きくなり，後期から晩期にかけては現在の栽培品種に匹敵
するほどの大きさに達するものがあらわれたことを図に示
している。しかしこの図を詳しく検討すると，東京都北区
袋低地遺跡では縄文時代前期～後期よりも縄文時代晩期の
方が小さいことや，埼玉県伊奈町伊奈氏屋敷跡の縄文時代
後期の果実がこの図の中で最も大きい位置にあり，京都市
北白川遺跡の縄文時代晩期の果実が最も小さい位置にある
など必ずしも時代の経過に伴ってクリが大きくなったとは
見なせないデータもあり，それは各遺跡で計測されたクリ
の果実数が少ないことも要因のひとつと考えられる。また，
この図ではクリの大きさが高さと幅の 2つの軸で示されて
いるため，高くて幅の狭いクリと低くて幅の広いクリの比
較が困難であった。
各地の縄文時代遺跡から出土するクリはほとんどが炭化
した子葉と炭化していない果皮であるが，南木（1994）が
述べているように，炭化した子葉は炭化の過程で果皮がは
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がれ，子葉もかなり収縮するため，炭化していないクリ果
皮と単純にサイズを比較することができない。そこで本稿
では現生の自生ないし栽培に由来する様々なサイズの生果
実を実験的に炭化させ，炭化していない果実から炭化した
子葉への炭化によるサイズ変化を検証した。その上で炭化
して出土した縄文時代のクリ子葉から炭化していない果実
のサイズを復元し，縄文時代の遺跡から出土した炭化して
いないクリ果皮のサイズとともに比較することにより，あ
らためてクリ果実サイズの時期による変化の検証を試みた。
また，クリの大きさを比較するために高さと幅を一元化し，
さまざまなかたちのクリの比較方法を試みた。

方　　　法
１．炭化実験に用いたクリ
様々なサイズのクリ果実を試験するため，炭化実験には
山形県西置賜郡小国町の管理クリ林から無作為に採取した
50点（OGUK）にくわえ，小国町古田植栽のクリ 10点
（OGUF），宮城県刈田郡蔵王町植栽のクリ 3点（ZAOT），
茨城県の食用販売クリ 1点（IBR），埼玉県上尾市栽培
畑のクリ 2点（AGO），京都府瑞穂町栽培畑のクリ 4点
（TNB），熊本県の食用販売クリ 3点（KMM），合計 73
点を使用した。実験を行う前に乾燥させていない状態で高
さ，幅，厚さ，重量を計測した。果実の高さ，幅について
は図 1に示した方法で計測した。

２．炭化条件
クリの子葉は炭化する場合の温度，時間，酸素濃度の違
い，子葉の乾燥状態により発泡したり膨潤したり収縮して
緻密な炭化物になるなど状態が異なる。縄文時代の遺跡か
ら出土する炭化クリの中でサイズが測定可能な完形子葉の
多くは，内部にほとんど空隙が無い堅く緻密な場合が多い。
このような炭化物になる条件を探るため予備的に炭化実験
した結果，あらかじめ水分がほとんどないくらい乾燥させ
た果実を少酸素状態で 200℃約 2時間加熱した場合である
ことがわかった。したがって以後はこの条件で実験を行っ

た。使用した電気炉は ISUZU製Muffle Furnace Taiyouで，
少酸素状態を維持するため蓋ができる直径 70 mm，高さ
25 mmの円筒形スチール容器に果実を入れ，木灰で埋め
て加熱した。加熱後に半日程度冷却した後取り出し，果実
全体と果皮を剥いた炭化子葉の高さ，幅，厚さと重量を計
測した。

３．遺跡出土クリの計測
クリ果実は通常一つの総苞（イガ）の中に 3個形成され
る。果皮を剥くと種子が一つはいっており，種子は種皮（渋
皮）に包まれた 2枚の子葉とそれをつなぐ小さな胚軸から
なる。遺跡から出土するクリは完形の果実はほとんどなく，
炭化していない場合は剥かれた果皮がほとんどで，内部の
子葉が残されることはほぼない。一方，炭化した果実は多
くの場合果皮および種皮が失われ，子葉が対になった状態
か分離した状態で出土する。従って以下では炭化していな
いものについては「果皮」，炭化したものについては「子葉」
を計測した。
計測は，炭化していないクリ果皮については青森市三
内丸山遺跡第 6鉄塔地区Ⅵ層から出土した縄文時代前期
中葉の 15点（青森県教育庁文化課，1997），東京都練
馬区弁天池低湿地遺跡Ⅵ層から出土した後期の 6点（吉

図 1　クリ果実の計測方法．
Fig. 1 Measurement of Castanea crenata fruits.

時　期 　遺　跡 試料数
高さ (mm) 幅 (mm)

最大値 –最小値 平均±標準偏差 最大値 –最小値 平均±標準偏差
前期中葉 三内丸山遺跡　第 6鉄塔地区Ⅵ層 15 27.0 – 12.0 19.0 ±  4.9 37.0 –13.0 24.5 ±  7.4

後期 弁天池低湿地遺跡 6 33.0 – 21.0 25.3 ±  4.2 31.0 –21.6 25.1 ±  3.4

晩期前葉 野地遺跡 33 36.1 – 22.0 28.9 ±  4.7 46.7 –21.2 29.1 ±  5.9

晩期 米泉遺跡 8 34.4 – 25.2 29.6 ±  3.2 36.0 –26.6 31.7 ±  3.6

晩期末葉 青田遺跡 46 40.4 – 18.0 30.4 ±  6.1 56.8 –18.3 33.5 ±  8.3

表 1　縄文時代の遺跡から出土したクリ果皮サイズ
Table 1 Measurement of fruits of Castanea crenata from Jomon sites
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川，1989），新潟県中条町野地遺跡の廃棄土坑 SK2713と
堅果類集中 SN1109から出土した晩期前葉の 33点（吉
川，2009a），新潟県加治川村青田遺跡の廃棄層 SX1686
～ SX1689から出土した晩期末葉の 46点（新潟県教育委
員会，2004）について行い，金沢市米泉遺跡から出土し
た晩期の 8点については南木（1989）の計測値を用いた（表
1，図 2）。炭化したクリ子葉については，青森市三内丸山
遺跡第 6鉄塔地区Ⅵ層から出土した縄文時代前期中葉の 6
点，同遺跡第 200号フラスコ状土坑から出土した前期末葉
の 25点（青森県教育庁文化課，2005），福島県飯野町和
台遺跡 183号住居跡から出土した中期後半の 18点（吉川，
2003），山形県小国町下叶水遺跡の用途不明土坑 SK569
から出土した晩期前葉の 85点（吉川，2009b）について行い，
北海道南茅部町大船 C遺跡H-95住居跡から出土した中
期後半の 84点（南茅部町教育委員会，2000）については
報告書に掲載されている計測値を用いた（表 2，図 2）。

一般にクリの大きさを表すには，体積あるいは重量が用
いられる。それらを求めるには高さと幅の他に厚さの計測
が必要であるが，遺跡から出土した炭化していない果皮は
ほとんどが剥かれた状態であるため厚さを計測できるもの
がほとんどない。そこで本論では出土クリの大きさを復元
するために果皮の側面の面積と比較した。クリ果実の側面
観は高さが幅より大きい縦に長い三角形から，高さが幅よ
り小さい楕円形に近いかたちまで様々である。そこで，山
形県西置賜郡小国町の管理クリ林でトラップにより採取し
た現生の様々なかたちのクリ果実 289個について高さと幅，
生の重さを計測し，「クリの大きさ指数」（√（高さ×幅））
と重さの立方根を比較した。
遺跡から出土した炭化したクリ子葉については，高さと
幅の回帰直線を用いて炭化する以前の高さと幅を復元した。
なお，滋賀県大津市粟津湖底遺跡の縄文時代早期前半のク
リ果皮と福井県三方町の鳥浜貝塚遺跡の縄文時代前期のク
リ果皮については南木（1994）表の最大値と最小値からク
リの大きさ指数を計算した。

結　　　果
１．炭化によるサイズ変化
炭化させた果実から果皮を取り去り子葉の大きさを計測
して生果実の大きさと比較した（図 3，4）。炭化子葉の高
さは生果実の高さの 83.7–55.0%（平均 69.2 ± 6.0%）で
あった。生果実の高さと炭化子葉の高さの関係は y = 0.76x 
- 1.85（yは炭化子葉，xは果実，n = 73）の直線で回帰す
ることができ，相関係数はR = 0.93となった。炭化子葉の
幅は生果実の幅の 86.8–51.8%（平均 70.7 ± 5.7%）であ
り，果実の幅と炭化子葉の幅の関係は y = 0.86x - 4.86（y

は炭化子葉，xは果実，n = 73）の直線で回帰することが
でき，相関係数はR = 0.97であった。このように生の果実
と炭化子葉の相関係数は非常に高い値であることから，こ
れらの回帰直線をもとに炭化子葉から生の果実のサイズを
復元することが可能であると判断した。そこで回帰直線を
用いて，遺跡から出土した炭化クリ子葉の高さと幅の値（表
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図 2　計測に用いたクリが出土した遺跡の位置．
Fig. 2 Location map of archaological sites where measured 
Castanea crenata were excavated.

時　期 　遺　跡 試料数
高さ (mm) 幅 (mm)

最大値 –最小値 平均±標準偏差 最大値 –最小値 平均±標準偏差
前期中葉 三内丸山遺跡　第 6鉄塔区Ⅵ層 6 16.0 – 10.0 12.4 ±  2.7 17.0 – 11.8 14.2 ±  2.1

前期末葉 三内丸山遺跡　 第 200号フラスコ状土坑 25 15.2 – 10.2 13.1 ±  1.4 20.8 – 10.7 16.5 ±  2.6

中期後半 大船 C遺跡 H–95住居跡 84 17.0 – 7.0 12.6 ±  1.9 19.0 – 7.0 13.9 ±  2.2

中期後半 和台遺跡 183号住居跡 18 24.5 – 15.5 19.2 ±  2.1 24.2 – 14.8 19.2 ±  2.9

晩期前葉 下叶水遺跡 85 21.7 – 2.4 14.9 ±  3.2 22.3 – 2.0 13.5 ±  3.4

表 2　縄文時代の遺跡から出土したクリ炭化子葉サイズ
Table 2 Measurement of carbonized cotyledons of Castanea crenata from  Jomon sites

縄文時代におけるクリ果実の大きさの変化（吉川純子）
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2）から炭化する以前の果実サイズを推定した（表 3）。

２．炭化していないクリと炭化したクリの大きさの比較
「クリの大きさ指数」（√（高さ×幅））と重さの立方根は

y = 0.07x - 0.02（yは重さの立方根，xは√（高さ×幅））
の直線に回帰することができ，相関係数はR = 0.95となっ
た（図 5）。このことから，クリの大きさは√（高さ×幅）
の値で示すことができることが示された。

３．遺跡出土クリ果実の大きさの復元
遺跡から出土した炭化したクリ子葉の，炭化する以前の
高さと幅は，大きさを高さと幅の回帰直線（図 3，4）を用
いて復元した。そして，炭化していない出土クリ果皮（表 1）
を合わせて，それぞれの遺跡でのクリの大きさを比較した
（表 4，図 6）。クリの大きさ指数の最小値は 6.7（下叶水遺
跡），最大は 46.4（青田遺跡）となり，各遺跡の平均値で
は最小が大船C遺跡で20.3，最大が青田遺跡で30.7となっ
た。しかし，標準偏差の幅および全体の変異幅が，大船 C
遺跡のように比較的狭いものから，下叶水遺跡，青田遺跡
のようにかなり広いものまでの変異が認められた。

考　　　察
遺跡出土クリ果実の大きさの変化
これまでに知られているクリ果実の最古の出土例は粟津
湖底遺跡の縄文時代早期のクリ属果皮破片（放射性炭素
年代 9330 ± 160 yr BP（NUTA-1832））（辻ほか，1992）
である。以後，縄文時代を通して全国各地の遺跡からクリ
の出土が見られるが，大きさを測定でき，大きさの変異を
把握できる程度にまとまって出土している遺跡は限られて
いる。また，遺跡から出土した炭化した果実（子葉）と炭
化してない果実（果皮）の大きさを比較する方法はこれま
でなかったため，時期や地域による大きさの変遷を議論す
るのに充分なデータは得られなかった。この研究ではまず
炭化した子葉の状態から元のクリ果実の大きさを復元した。
これは果皮の状態で出土したクリと大きさを比較する上で

炭化により収縮する以前の大きさが必要なためである。そ
してつぎにクリの大きさを示す指数として「クリの大きさ
指数」を提案した。これは，本来食料源としてのクリの実
の量は重さあるいは体積で示されるべきものであるが，遺
跡から出土するクリのうち果皮の状態で出土したものは実
の量がわからないために果皮のサイズだけで大きさを表す
必要があったからである。この 2つの問題を解決すること
により，遺跡から出土した生の果皮と炭化した子葉の大き
さを同じ基準で比較することができるようになった。
さて，以上のことをふまえて縄文時代の遺跡から出土し
たクリの大きさを比較検討してみる。まず平均値は早期や
前期のものよりは中期以降は全体的にやや増大する傾向に
あり（図 6），これは南木（1994）に同調する結果であっ
た。しかし，後期の弁天池低湿地遺跡や晩期前葉の下叶水
遺跡などの例外も見られる。つぎにそれぞれの標準偏差を
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図 3　クリの炭化していない果実と炭化した子葉における高さ
の関係．
Fig. 3 Relation between the wet fruit height and carbonized  
cotyledon height.

時　期 　遺　跡
高さ (mm) 幅 (mm)

最大値 –最小値 平均±標準偏差 最大値 –最小値 平均±標準偏差
前期中葉 三内丸山遺跡　第 6鉄塔区Ⅵ層 23.5 – 15.6 18.8 ±  3.5 25.4 – 19.4 22.1 ±  2.4

前期末葉 三内丸山遺跡　 第 200号フラスコ型土坑 22.4 – 15.9 19.7 ±  1.8 29.8 – 18.1 24.2 ±  3.1

中期後半 大船 C遺跡 H–95住居跡 24.8 – 11.6 19.0 ±  2.5 27.7 – 13.8 21.8 ±  2.6

中期後半 和台遺跡 183号住居跡 34.7 – 22.8 27.7 ±  2.8 33.8 – 22.9 27.9 ±  3.3

晩期前葉 下叶水遺跡 31.0 – 5.6 22.0 ±  4.3 31.6 – 8.0 21.3 ±  4.0

表 3　縄文時代の遺跡から出土した炭化子葉から復元したクリ果皮サイズ
Table 3 Restored size of fruits by carbonized cotyledons of Castanea crenata from Jomon sites.
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比較すると，前期から中期はやや大きくなるが中期から晩
期にかけては，標準偏差の下端はやや縮小しており上端は
やや増大するという，平均値における若干の増大傾向とは
異なった傾向が見られる。これは晩期になるにしたがって
変異幅が広くなっていることが要因と考えられ，前期から
中期頃まではクリの大きさ指数の変異幅が狭く，後期から
晩期にかけては変異幅が広いという傾向がある。
縄文時代晩期における大きなクリは東京都東村山市下宅
部遺跡（佐々木・工藤，2006）のクリ集中範囲における幅
40 mm強の大きい果皮など他の遺跡でも確認されている。

縄文時代早期から後期においては，クリ果実サイズが明ら
かに大きくなったとまでは言えないが地域によっては若干
の増大が見られ，晩期には現在の栽培種と比較してもかな
り大きいクリから前期と同じような小さいクリまで様々な
サイズが存在していた。また，遺跡から出土した計測可能
な炭化クリは，内部にほとんど空隙が無い堅く緻密な状態
であり，通常の酸素供給が豊富な燃焼施設ではこのような
炭化クリは生成されないと考えられ，食用とする調理方法
の過程でも多量の炭化クリは生成されない。これらの炭化
クリはほとんどの場合祭祀遺構と見られる地点から出土し
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図 4　クリの炭化していない果実と炭化した子葉における幅
の関係．
Fig. 4 Relation between wet fruit width and carbonized coty-
ledon width.
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図 5　現生果実におけるクリの大きさ指数と重さの立方根の
関係（山形県小国町で 2006年に採取した果実 289個を使用）．
Fig. 5 Relation between the volume index and the cubic root 
of weight in the extant raw fruits of Castanea crenata col-
lected at Oguni-cho, Yamagata Prefecture in 2006.

　時　期 　遺　跡 試料数 最大値 最小値 平均±標準偏差
早期 粟津湖底遺跡 8 19.9 14.2 17.9 ±  7.9

前期 鳥浜貝塚 17 26.9 17.9 22.2 ±10.5

前期中葉・末葉 三内丸山遺跡 46 27.9 13.9 21.4 ±  3.2

中期後半 大船 C遺跡 84 25.5 14.7 20.3 ±  2.3

中期後半 和台遺跡 18 34.2 23.5 27.8 ±  2.8

後期 弁天池低湿地遺跡 6 29.1 21.3 25.1 ±  3.2

晩期前葉 野地遺跡 33 40.1 21.9 28.9 ±  4.7

晩期 米泉遺跡 8 34.8 26.6 30.6 ±  3.2

晩期前葉 下叶水遺跡 85 31.3 6.7 21.6 ±  3.9

晩期末葉 青田遺跡 63 46.4 18.3 30.7 ±  6.4

表 4　縄文時代の遺跡から出土したクリ果実および復元されたクリ果実から換算した大きさ指数（√（高さ×幅））
Table 4 The mass index converted by fossil fruits and restored fruits of Castanea crenata from the Jomon sites.
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ていることから，単なる廃棄物ではなく儀式においてなん
らかの役割を果たしていたと考えられる。クリが出土した
状況は様々であるが，大きな果実が出現した縄文時代晩期
においても同一遺構から様々なサイズのクリが出土する傾
向があることから，当時の人々はまんべんなく様々なサイ
ズのクリの果実を利用していたと考えられる。
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Fig. 6 Range of the mass index of Castanea crenata fruits excavated from the studied Jomon sites). *The range of height and 
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